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（学位論文のタイトル） 
 Application of 18-item DEOS for dementia elderly people living at home    an





   目的：在宅で暮らす認知症高齢者に対して 18項目版 DEOS（Dementia Elderly Odayaka  
Scale）を適用し、その信頼性と妥当性を検証することである。 
方法：Ａ県にある 15 施設の訪問看護ステーションを利用している在宅で暮らす認知
症高齢者 93 名を対象とした。3 名の評価者（看護師 2 名と対象者の家族 1 名）が 1
名の対象者に対して、2 週間程度のインターバルをおいて、18 項目版 DEOS の調査
項目を 2 回評価した。18 項目版 DEOS は、対象者の日常生活の状況を他者が観察し
て評価するスケールである。これは、先行研究（辻村・小泉、2010）の 25 項目から
18 項目に改訂されたものである。分析手順は、因子分析において各項目の内容と因
子負荷量の考察から、18 個の項目が 3 領域に分けられることを把握した後、信頼性
の分析では、全体と各領域間の Item-Total 相関や Cronbach α係数から内的整合性
を検討した。Test-retest では、1 回目と 2 回目の合計点数の級内相関係数（ICC）
を算出した。評価者間一致率については、評価者間の総得点の ICC と各質問項目に
おける得点差について検討した。さらに、対象者の属性（CDR、要介護度、診断名）
による得点分布について分析した。統計は、IBM 社の統計パッケージ SPSS 22.0J 
Statistics を使用した。 
結果：対象者は、男性が 30％、女性が 70％を占め、平均年齢は 85.1±7.0 であった。
診断名は、アルツハイマー型認知症（AD）が 35％、脳血管型認知症（VaD）が 20％、











看護師と家族における 2 評価者間の総得点の ICC（1 回目）は、0.75（p＜0.01）、2
回目は 0.73（p＜0.01）であった。また、看護師と家族における 2 評価者間の各質
博士後期課程用 
問項目別の ICC は、0.47～0.67（p＜0.01）であった。評価者内一致率では、
Test-retest による ICC は、看護師においては 0.93（p＜0.01）、家族においては 0.97
（p＜0.01）であった。尺度全体の Cronbach のα係数は 0.95、各領域のα係数は、
【自分らしさの発揮】が 0.90、【周囲との交流】が 0.91、【感情の豊かさ】が 0.86
であった。各領域の Item-Total 相関は、【自分らしさの発揮】は 0.64～0.77、【周
囲との交流】は 0.73～0.80、【感情の豊かさ】は 0.57～0.76であった。対象者の基
本属性による得点分布について、CDR においては、認知症のレベルが軽度から中等
度レベルにおいては、約 3 点であるが、CDR３と重度になると約 2 点となり全体的な








を確認した。以上を踏まえて、18 項目版 DEOS は、尺度としての信頼性を確認した。
妥当性については、今回の調査では基準連関妥当性の検証はできなかったが、先行
研究（辻村・小泉、2010）では、25 項目版 DEOS と QOL 尺度、BMD(Behavior and Mood 
Disturbance scale)尺度の両者に有意な相関を確認した。よって、25 項目版の尺度
としての基準連関妥当性は確認されている。18 項目版は、25 項目版から 18 項目を
選択しており、25 項目版で確認された基準連関妥当性は継承されていると考えられ
る。 
結論：在宅で暮らす認知症高齢者に対する 18 項目版 DEOS の信頼性と妥当性を確認
した。DEOS は、臨床において対象者がもつ良さや強みを活かしたケアプランの立案
などへの活用が考えられ、また、看護介入の効果を評価するスケールとしても期待
できる。 
 
